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事業費（人件費除く）の財源内訳
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目標

目標

実績

目標
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幅員狭小箇所等、道路利用者の利便性を
改善し、より安全・安心な道路環境を作る。
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H21

実績値
単位指標設定の考え方
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190500

建設部道路河川課
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関連事業
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　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

　　　　事業内容欄に記載建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

市民等、道路利用者

（※対象件数

根拠法令・要綱等 道路構造令、アスファルト舗装要綱

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

安全・安心な道路整備を行うための事業として、道路改良、舗
装新設、舗装改修・路側整備工事を行う。
平成２０年度事業内容
・道路改良工事　５路線（東高倉、摺見、西山、三田、大谷)
・舗装新設工事　３路線（中友生、比自岐、摺見）
・舗装改修及び路側整備工事　２路線（小田町、上野忍町）

財政事情が厳しい中、道路利用者からは、安全・安心な
道路整備の確保が期待されている。
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その他

工事請負費
補償補填及び賠償金

1

平成１９年度 決算内容

生活道路を整備し、利便性を高めることにより、より安全に道路を
利用することができる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容
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1 式

道路新設改良費

臨時地方道整備事業

臨時地方道整備事業

79,100

1,450

　 Σ

総合評価 事業の方向性

9817

2850

事業の成果を測る指標

実施した箇所数

評価項目 ポイント

128,000
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公有財産購入費

工事請負費
補償補填及び賠償金

その他

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

道路幅員狭小、危険箇所等を調査し、緊急度、用地協力、他課との合併施工の有無を考慮し、整備が必要な箇所から実
施し、より安全な道路整備を行う。

生活道路を整備し、より安全に道路を利用することができる。

財政事情が厳しい中であるが、平成２０年度は計画通り整備することができた。

事業効果を高めるため、短期間での事業完了に努める。
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市内道路網を機能的に強化する
目

市内幹線道路・生活道路の整備
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一般会計
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102

21
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10 10
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A 現状維持 工事施行計画を十分検討し、工事期間の短縮化を図るように努める。
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目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


